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司
会
＝
今
回
は
、
安
倍
政
権
が
な
ぜ
資
本
と

一
体
と
な
っ
て
「
労
働
諸
法
制
」
を
改
悪
し

よ
う
と
し
て
い
る
か
、
特
に
、
１
９
８
５
年

「
プ
ラ
ザ
合
意
」
以
降
の
、
急
速
な
経
済
構

造
の
変
化
を
歴
史
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と

と
、
そ
れ
に
合
わ
す
よ
う
に
諸
法
制
を
改
悪

し
て
き
た
の
か
を
、
Ｍ
さ
ん
に
レ
ポ
ー
ト
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
Ｍ
さ
ん
の
報

告
・
提
起
を
お
願
い
し
ま
す
。 

  

ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
崩
壊
で 

恐
慌
回
避
が
で
き
な
く
な
る 

 

Ｍ
＝
戦
後
国
家
独
占
資
本
主
義
は
、
ア
メ
リ 

        

カ
の
卓
越
し
た
経
済
力
と
軍
事
力
に
よ
り
、

ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
が
成
立
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
恐
慌
を
回
避
し
、
予
防
す
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
世
界
の
資
本
主
義

は
空
前
の
高
度
成
長
を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。 

 
し
か
し
、
１
９
７
１
年
に
米
ニ
ク
ソ
ン
政

権
は
「
金
・
ド
ル
交
換
停
止
」
を
決
定
し
、

73
年
に
為
替
は
、
固
定
相
場
制
（
１
ド

ル
・
３
６
０
円
）
か
ら
変
動
相
場
制
に
突
入

し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
ブ
レ
ト
ン

ウ
ッ
ズ
体
制
は
崩
壊
し
、
恐
慌
を
防
ぐ
手
段

を
失
い
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
を
指
し
て
、
資
本
主
義
は
極
め

て
体
制
の
維
持
が
脆
弱
で
あ
る
と
言
わ
れ
て 

        

い
ま
す
。
闘
う
労
働
者
の
主
体
が
確
立
さ
れ

て
い
れ
ば
、「
革
命
」
の
危
機
に
瀕
し
て
い

た
と
言
い
ま
す
。
社
会
主
義
世
界
体
制
が
存

在
し
て
も
い
ま
し
た
か
ら
。
そ
の
上
、
世
界

経
済
の
牽
引
車
で
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
は
、
不

況
と
イ
ン
フ
レ
が
同
時
進
行
す
る
「
ス
タ
グ

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ニ
ク
ソ
ン
は
さ
ら
に
74
年
、「
対
外
投
融
資

規
制
」
を
撤
廃
し
た
た
め
、
多
国
籍
企
業
の

海
外
展
開
が
加
速
し
、
産
業
の
空
洞
化
が
拡

大
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
製
造
業
は
衰
退

し
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
と
交
代
し
た
た
め
高
賃

金
熟
練
労
働
者
は
職
を
失
い
、
パ
ー
ト
な
ど

の
低
賃
金
労
働
者
に
代
わ
り
ま
し
た
。 
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総
評
は
大
幅
賃
上
げ
を
獲
得
し
た
が 

日
経
連
の
反
撃
が
開
始
さ
れ
る 

 

日
本
で
は
、
72
年
に
田
中
角
栄
内
閣
が

成
立
し
、「
調
整
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
論
」

と
「
日
本
列
島
改
造
論
」
を
主
張
し
、
強
大

な
財
政
拡
大
と
多
量
の
赤
字
国
債
を
発
行
し
、

地
価
、
株
価
は
跳
ね
上
が
り
、
73
年
に
物

価
は
22
％
も
急
騰
し
ま
し
た
。 

             

こ
れ
に
抗
し
た
総
評
（
日
本
労
働
組
合
総

評
議
会
）
は
、「
反
イ
ン
フ
レ
共
闘
」
を
組

織
し
、
国
民
春
闘
と
し
て
闘
わ
れ
た
74
春

闘
で
33
％
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取
り
、
資
本

主
義
の
危
機
と
な
っ
た
。
日
経
連
は
、
74

年
に
「
大
幅
賃
上
げ
の
行
方
研
究
委
員
会
」

を
発
足
、
76
年
民
間
大
労
組
幹
部
は
「
政

策
推
進
労
組
会
議
」
を
結
成
し
、
政
府
・
日

経
連
に
全
面
的
に
協
力
し
ス
ト
ラ
イ
キ
を
抑

制
し
た
。
そ
の
結
果
、
世
界
に
さ
き
が
け
て

資
本
主
義
の
危
機
か
ら
を
脱
出
す
る
こ
と
が

で
き
た
。 

 
 

新
自
由
主
義
台
頭
で 

 
 
 
 
 

変
化
す
る
資
本
の
攻
撃 

 

ア
メ
リ
カ
は
、
レ
ー
ガ
ン
が
「
小
さ
な
政

府
、
強
い
国
家
」
を
標
榜
し
80
年
に
大
統

領
に
就
任
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
79
年
に
サ
ッ

チ
ャ
ー
政
権
が
成
立
。
日
本
は
81
年
に
中

曽
根
政
権
が
誕
生
し
、
新
自
由
主
義
政
策
を

推
進
し
ま
し
た
。 

新
自
由
主
義
と
は
、
①
市
場
原
理
の
最
大

の
障
害
に
な
る
労
働
組
合
の
否
定
、
労
働
組

合
の
弱
体
化
。
②
金
融
の
自
由
化
に
よ
る

「
実
需
原
則
」
の
撤
廃
、
海
外
投
融
資
の
自

由
化
。
③
社
会
保
障
、
社
会
福
祉
の
撤
廃
。

④
各
種
国
営
、
公
営
企
業
の
民
営
化
、
す
な

わ
ち
国
鉄
を
先
頭
と
す
る
三
公
社
五
現
業
の

民
営
化
。
以
上
の
４
点
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

敗
戦
後
、
ソ
連
邦
を
中
心
と
し
た
社
会
主
義

勢
力
の
存
在
と
、
ケ
イ
ン
ズ
政
策
に
よ
る
労

働
者
保
護
を
目
的
と
し
た
「
労
働
法
制
」
が
、

ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
の
崩
壊
、
新
自
由
主

義
の
台
頭
で
改
悪
に
向
か
っ
て
一
気
に
突
き

進
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

一
方
そ
れ
ま
で
の
世
界
経
済
は
、「
金
」

に
裏
打
ち
さ
れ
た
ド
ル
が
世
界
貿
易
の
基
軸

通
貨
で
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
ド
ル

は
不
換
紙
幣
の
為
、
大
量
の
紙
幣
発
行
で
イ

ン
フ
レ
は
加
速
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
「
双
子

の
赤
字
」
と
い
わ
れ
る
財
政
、
貿
易
の
赤
字

は
年
々
拡
大
し
、「
ド
ル
安
」
が
進
行
し
ま

し
た
。
金
と
切
り
離
さ
れ
た
後
も
、
こ
れ
に

７４春闘でストップした国鉄と渋滞の幹線道路 
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代
わ
る
通
貨
が
な
い
た
め
、
基
軸
通
貨
と
な

っ
て
い
た
ド
ル
が
そ
の
地
位
を
失
う
危
険
性

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
レ
ー
ガ
ン
は

85
年
、
先
進
五
ヵ
国
蔵
相
、
中
央
銀
行
総

裁
会
議
を
招
集
し
、
ド
ル
を
基
軸
通
貨
と
し

て
、
各
国
が
防
衛
す
る
と
い
う
合
意
を
と
り

つ
け
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
プ
ラ
ザ
合
意
」
で

す
。
こ
の
た
め
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
赤
字
は
、

ド
ル
資
金
流
入
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
に
還
流
し
、

株
、
証
券
価
格
を
つ
り
上
げ
、
ア
メ
リ
カ
の

消
費
需
要
を
上
昇
さ
せ
る
と
い
う
、
今
日
の

奇
形
的
な
世
界
金
融
シ
ス
テ
ム
が
つ
く
ら
れ

ま
し
た
。
プ
ラ
ザ
合
意
で
「
円
高
・
ド
ル

安
」
を
の
ま
さ
れ
た
日
本
の
企
業
・
資
本
は
、

最
適
地
生
産
を
求
め
直
接
投
資
に
移
行
、
日

本
の
国
内
生
産
も
空
洞
化
さ
れ
、
多
国
籍
資

本
化
が
海
外
展
開
へ
と
舵
を
切
り
、
グ
ロ
ー

バ
ル
世
界
大
競
争
時
代
へ
突
入
し
ま
す
。 

 
 

 

改
悪
さ
れ
る
「
労
働
基
準
法
」 

 

こ
の
よ
う
な
世
界
経
済
構
造
、
国
内
経
済

構
造
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
戦
後

40
年
間
、
労
働
者
保
護
を
目
的
と
し
た

「
労
働
基
準
法
」
に
お
け
る
「
週
40
時
間

労
働
制
」
が
88
年
に
改
悪
さ
れ
、「
変
形
労

働
制
」
と
「
裁
量
労
働
制
」
の
導
入
を
許
す

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

90
年
代
に
入
り
、
さ
ら
に
多
国
籍
資
本

の
活
動
が
活
発
に
な
り
、
労
働
時
間
を
基
本

と
し
た
賃
金
体
系
か
ら
「
成
果
」
を
基
準
に

し
た
賃
金
体
系
へ
の
移
行
が
進
み
、
労
働
時

間
規
制
を
大
幅
に
緩
和
し
、
賃
金
を
成
果
で

測
り
、
雇
用
形
態
を
「
多
様
化
」
さ
せ
非
正

規
労
働
者
を
拡
大
さ
せ
る
、
と
い
う
基
本
的

な
流
れ
が
で
き
た
と
、
１
月
号
で
内
田
雅
敏

弁
護
士
は
提
起
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
９

９
５
年
に
公
表
さ
れ
た
日
本
経
団
連
の
「
新

時
代
の
『
日
本
的
経
営
』」
は
そ
の
象
徴
で

あ
り
、
非
正
規
雇
用
を
目
的
と
し
た
労
働
者

支
配
の
典
型
で
あ
る
「
雇
用
柔
軟
型
グ
ル
ー

プ
」
が
、
今
日
で
は
、
全
就
業
人
口
の
４
割

を
超
え
た
、
と
総
務
省
も
昨
年
発
表
し
て
い

ま
す
。 

 

経
済
構
造
の
変
化
が
要
因
、
と 

 

司
会
＝
日
本
で
は
、
中
曽
根
康
弘
、
小
泉

純
一
郎
、
安
倍
晋
三
首
相
が
、
構
造
改
革
、

規
制
緩
和
を
推
し
進
め
た
こ
と
は
誰
で
も
知

る
と
こ
ろ
で
す
。
だ
が
、
彼
ら
が
好
ん
で
個

人
的
に
こ
の
政
策
を
推
し
進
め
た
わ
け
で
は

な
く
、
資
本
の
要
請
に
応
え
、
資
本
の
手
先

と
し
て
進
め
て
き
た
こ
と
が
Ｍ
さ
ん
の
レ
ポ

ー
ト
で
わ
か
り
ま
し
た
。
土
台
で
あ
る
経
済

構
造
の
変
化
か
ら
「
労
働
法
制
」
が
改
悪
さ

れ
て
き
た
経
過
を
論
理
的
に
提
起
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
皆
さ
ん
の
経

験
を
踏
ま
え
て
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

合
理
化
攻
撃
が
相
次
ぐ
職
場 

職
業
病
が
多
発
す
る
職
場
に 

 

Ｏ
＝
私
は
、
１
９
７
０
年
に
長
崎
県
佐
世
保

か
ら
上
京
し
、
当
時
の
日
本
電
信
電
話
公
社

に
勤
め
ま
し
た
。
労
働
組
合
は
、
全
国
電
気

通
信
労
働
組
合
（
略
称
：
全
電
通
）
で
、
公
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労
協
（
公
共
企
業
体
等
労
働
組
合
）
の
一
員

で
あ
り
、
青
年
女
性
部
の
学
習
会
で
は
旧
労

大
の
『
ま
な
ぶ
』
の
学
習
会
等
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
当
時
、
電
話
交
換
手
で
働
く

女
性
労
働
者
に
「
頸
腱
腕
症
候
群
」
の
職
業

病
が
多
発
し
、
職
場
生
産
点
か
ら
職
業
病
認

定
闘
争
や
通
院
・
治
癒
な
ど
の
闘
い
が
全
国

的
に
闘
わ
れ
た
時
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
民

間
の
仲
間
た
ち
と
共
に
「
国
民
春
闘
」
も
経

験
し
ま
し
た
。 

 

で
も
、
資
本
の
要
請
に
よ
る
通
信
網
の
再

編
・
再
構
築
の
合
理
化
攻
撃
を
次
か
ら
次
へ

と
受
け
て
き
ま
し
た
。
合
理
化
に
反
対
す
る

組
合
役
員
が
、
組
合
役
員
選
挙
時
に
当
局
の

介
入
を
許
し
、
当
局
と
一
体
の
役
員
に
代
え

ら
れ
、
１
９
８
５
年
の
民
営
化
と
共
に
「
公

労
協
」
を
離
脱
し
、
89
年
に
官
・
民
統
一

し
た
日
本
労
働
組
合
総
連
合
（
新
連
合
）
が

結
成
、
山
岸
全
電
通
委
員
長
が
初
代
会
長
に

就
任
。
総
評
が
40
年
の
歴
史
に
ピ
リ
オ
ド

を
打
つ
立
役
者
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
構
造
改
革
＝
50
歳
退
職
再
雇
用

制
度
」
や
「
新
人
事
評
価
制
度
」
が
導
入
さ

れ
、
労
働
条
件
に
大
き
な
後
退
が
起
こ
り
ま

す
。
い
え
ば
「
労
働
法
制
」
改
悪
の
先
取
り

み
た
い
な
も
の
で
す
ね
。 

Ｔ
＝
私
は
、
１
９
７
８
に
国
鉄
に
入
り
、
今

は
Ｊ
Ｒ
の
再
雇
用
社
員
で
す
。
当
時
、
国
鉄

の
現
場
に
は
「
現
場
協
議
制
」
が
あ
り
、
現

場
長
と
労
働
組
合
（
国
労
等
々
）
の
団
体
交

渉
で
「
働
き
方
」
を
決
め
て
き
ま
し
た
。
私

も
当
然
の
ご
と
く
国
労
に
加
入
し
、
先
輩
た

ち
と
共
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
当
時
、
公

労
法
で
公
共
企
業
体
労
働
者
は
ス
ト
ラ
イ
キ

権
を
剥
奪
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
ス
ト
ラ

イ
キ
権
を
奪
還
す
る
た
め
に
１
９
７
５
年
に

国
労
・
動
労
は
「
ス
ト
権
ス
ト
」
を
他
の
公

労
協
の
仲
間
た
ち
と
打
ち
ま
し
た
。
だ
が
、

時
の
政
府
と
当
局
は
逆
手
に
と
っ
て
、「
利

用
者
に
迷
惑
を
か
け
た
」「
国
鉄
に
損
害
を

与
え
た
」
と
損
害
賠
償
請
求
攻
撃
を
仕
掛
け

て
き
ま
し
た
。 

 

Ｍ
さ
ん
の
報
告
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、

「
国
民
春
闘
」
を
闘
っ
た
総
評
は
、
三
公
社

五
現
業
の
公
労
協
が
中
心
で
あ
り
、
国
労
は

そ
の
中
核
を
担
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
だ

か
ら
そ
の
後
の
国
鉄
の
分
割
・
民
営
化
攻
撃

は
、「
カ
ラ
ス
が
鳴
か
な
い
日
が
あ
っ
て
も
、

ヤ
ミ
・
カ
ラ
攻
撃
が
止
ま
な
い
日
は
な
い
」

と
言
わ
れ
た
ほ
ど
、
国
家
・
政
府
、
マ
ス
コ

ミ
を
総
動
員
し
て
、「
国
鉄
の
赤
字
の
責
任

は
働
か
な
い
国
鉄
職
員
だ
、
国
労
が
元
凶

だ
」
と
大
宣
伝
さ
れ
、
１
９
８
２
年
に
「
現

場
協
議
制
」
も
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
と
同
時

に
、
国
労
か
ら
の
脱
会
攻
撃
が
全
国
各
地
で

展
開
さ
れ
、
尊
い
命
を
断
つ
と
い
う
多
く
の

犠
牲
者
も
出
し
て
き
ま
し
た
。 

 

「
現
場
協
議
制
」
が
奪
わ
れ
た
職
場
に
は

労
働
者
保
護
を
目
的
と
し
た
「
基
準
法
」
す

ら
無
き
が
ご
と
し
に
さ
れ
て
い
き
ま
す
。 

  

春
闘
と
労
働
者
の
権
利
闘
争 

 

一
方
、
資
本
主
義
的
合
理
化
の
貫
徹 

 

Ｎ
＝
春
闘
は
１
９
５
４
年
に
、
５
単
産
（
産

業
別
単
一
組
合
：
炭
労
、
私
鉄
総
連
、
合
化
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労
連
、
電
産
、
紙
パ
労
連
）
で
共
闘
会
議
を

設
立
し
、
ス
タ
ー
ト
し
た
、
と
聞
い
て
い
ま

す
。
私
は
私
鉄
総
連
傘
下
の
京
成
労
組
で
育

ち
ま
し
た
。
総
評
が
提
起
し
た
「
マ
ー
ケ
ッ

ト
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
」
に
従
い
、
私
鉄
総
連

は
毎
日
の
生
活
に
必
要
な
物
質
を
買
い
、
こ

れ
を
家
計
簿
に
つ
け
、
１
ヵ
月
の
支
出
合
計

を
出
し
ま
す
。
す
る
と
１
ヵ
月
に
必
要
な
生

活
費
の
合
計
額
が
出
ま
す
。
現
在
の
基
本
給

と
の
差
額
を
「
賃
上
げ
要
求
額
」
に
し
て
会

社
側
に
要
求
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
単
組

の
力
量
の
差
を
埋
め
る
た
め
に
産
業
別
統
一

闘
争
を
展
開
し
、
大
手
集
団
交
渉
で
大
手
が

先
行
し
、
中
小
組
合
が
続
く
、
ま
た
回
答
指

定
日
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
設
定
し
会
社
側
を

追
い
込
ん
で
き
ま
し
た
。
先
の
連
合
加
盟
に

つ
い
て
も
、
私
鉄
総
連
幹
部
が
連
合
加
入
を

提
起
し
ま
し
た
が
、
夏
の
定
期
大
会
で
は
大

手
組
合
の
心
あ
る
役
員
や
地
方
の
中
小
組
合

の
代
議
員
の
支
持
を
得
て
「
反
対
」
に
な
り

ま
し
た
。
だ
が
す
ぐ
さ
ま
総
連
は
巻
き
返
し
、

秋
の
臨
時
大
会
で
「
連
合
に
加
入
し
、
内
部

か
ら
変
え
て
い
く
」
と
い
う
理
由
で
連
合
加

入
を
決
定
し
て
き
ま
し
た
。 

 

連
合
主
導
の
春
闘
と
な
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ

を
背
景
に
大
手
集
団
交
渉
で
産
業
別
統
一
闘

争
を
闘
っ
て
き
た
私
鉄
春
闘
は
、
く
し
く
も

日
経
連
が
「
新
時
代
の
『
日
本
的
経
営
』」

を
発
表
す
る
１
９
９
５
年
、
３
月
19
日
に

「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
に
見
舞
わ
れ
、
そ

れ
を
理
由
に
関
西
が
離
脱
し
、
大
手
集
団
交

渉
は
崩
さ
れ
、
瓦
解
。
そ
の
後
は
各
社
個
別

交
渉
（
話
し
合
い
路
線
）
へ
と
変
質
さ
せ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
更
に
、「
総
額
人
件
費
抑

制
」
の
目
的
で
私
鉄
職
場
で
は
、
正
規
雇
用

か
ら
「
嘱
託
社
員
」
制
度
へ
と
攻
撃
の
手
が

緩
ん
で
い
ま
せ
ん
。
国
民
春
闘
が
形
骸
化
さ

れ
る
中
で
、
「
労
働
者
の
権
利
＝
労
働
法

制
」
が
ど
ん
ど
ん
後
退
し
て
い
ま
す
。
Ｍ
さ

ん
の
問
題
提
起
で
労
働
法
制
後
退
の
理
由
は
、

資
本
主
義
的
合
理
化
攻
撃
に
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。 

司
会
＝
Ｍ
さ
ん
の
所
は
、
日
本
銀
行
券
な
ど

を
印
刷
し
て
い
る
国
立
印
刷
局
で
す
ね
。
先

ほ
ど
の
国
営
・
公
営
の
民
営
化
攻
撃
で
、
他

と
同
様
の
「
行
政
執
行
法
人
」
に
な
り
ま
し

た
が
、
働
き
方
に
変
化
が
あ
り
ま
す
か
。 

Ｍ
＝
私
は
労
働
組
合
の
役
員
を
し
て
な
か
っ

た
の
で
詳
し
い
経
過
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

国
の
機
構
改
革
・
構
造
改
革
と
合
わ
せ
て
、

大
蔵
省
か
ら
替
わ
っ
た
財
務
省
印
刷
局
を
改

組
し
今
の
形
に
な
り
ま
し
た
。
と
同
時
に
虎

ノ
門
工
場
と
滝
野
川
工
場
が
再
編
さ
れ
東
京

工
場
と
名
称
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、
後
に
虎

ノ
門
は
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
仕
事
内
容
の
関

係
上
、
非
正
規
社
員
は
い
ま
せ
ん
が
、
公
務

員
等
の
給
与
削
減
が
さ
れ
た
後
に
、
同
様
な

攻
撃
を
受
け
こ
れ
ま
で
の
既
得
権
が
剥
奪
さ

れ
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
見
て
も
実

質
「
労
働
法
制
改
悪
」
に
等
し
い
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。 

  

不
十
分
だ
っ
た
総
括
が
求
め
ら
れ
る 

 

司
会
＝
今
、
皆
さ
ん
か
ら
資
本
と
政
府
が
一

体
と
な
っ
た
労
働
組
合
つ
ぶ
し
の
攻
撃
内
容
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を
報
告
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
資
本
の
運
動

は
、
限
り
な
い
利
潤
追
求
が
目
的
で
あ
り
、

労
働
者
の
団
結
の
砦
で
あ
る
労
働
組
合
を
如

何
に
つ
ぶ
す
か
、
無
き
も
の
に
す
る
か
日
夜

考
え
実
行
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
資
本
の
攻
撃
の
強
さ
は
わ
か
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
ら
を
許
し
て
き
た
私
た
ち
の
弱

さ
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
明
ら
か
に
す
る
必 

              

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

Ｈ
＝
私
は
10
年
前
ま
で
に
分
会
長
を
４
年

経
験
し
ま
し
た
。
１
０
０
人
ほ
ど
の
組
合
員

数
の
分
会
長
で
す
が
、
分
会
長
に
な
る
と
現

業
長
で
あ
る
駅
長
の
態
度
が
変
わ
り
ま
す
。

駅
長
は
事
あ
る
ご
と
に
、「
分
会
長
」
と
呼

び
二
人
で
個
室
（
駅
長
室
）
で
の
話
し
合
い

を
求
め
て
来
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
を
準
備
し
、

時
に
は
明
番
に
お
酒
も
一
緒
に
飲
も
う
と
誘

い
ま
す
。
部
課
長
も
同
様
で
気
を
使
い
、
あ

た
か
も
自
分
が
偉
く
な
っ
た
か
の
よ
う
な
錯

覚
に
陥
っ
た
時
が
あ
り
ま
す
。 

Ｓ
＝
京
成
で
も
そ
う
で
す
が
、
資
本
は
組
合

幹
部
を
抱
き
込
む
た
め
の
労
務
対
策
に
は
、

莫
大
な
金
と
労
力
を
費
や
し
て
い
ま
す
。
抱

き
込
め
る
幹
部
は
抱
き
込
み
、
抱
き
込
め
な

い
と
思
え
ば
叩
き
、
次
と
代
え
る
な
ど
、
あ

り
と
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
駆
使
し
て
き
ま
す
ね
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
結
果
と
し
て
そ
の
よ
う
な

労
働
者
攻
撃
を
許
し
て
き
た
私
た
ち
の
弱
さ

だ
と
思
い
ま
す
。
一
つ
に
は
、
Ｈ
さ
ん
が
言

っ
て
い
る
よ
う
に
「
自
分
は
特
別
だ
…
」
と

い
う
意
識
で
す
。
二
つ
目
に
は
、
幹
部
闘
争

で
す
。
私
も
含
め
幹
部
請
負
の
運
動
に
な
っ

て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
裏
を
返
せ
ば
幹
部

任
せ
、
自
分
の
こ
と
な
の
に
役
員
に
お
願
い
、

お
任
せ
に
な
っ
て
な
か
っ
た
か
で
す
。
三
つ

目
は
、
勝
つ
な
ら
や
る
、
負
け
る
な
ら
や
ら

な
い
、
と
い
う
日
和
見
主
義
で
す
。
四
つ
目

に
は
、
労
働
者
階
級
は
最
後
に
は
勝
利
す
る

と
い
う
展
望
に
自
信
が
持
て
る
か
で
す
。 

私
た
ち
労
働
大
学
ま
な
ぶ
友
の
会
は
、

「
仲
間
に
、
資
本
に
、
古
典
に
学
び
」
自
ら

を
成
長
さ
せ
る
こ
と
な
く
し
て
社
会
は
変
え

ら
れ
な
い
と
位
置
づ
け
て
き
ま
し
た
。
今
自

分
が
で
き
る
こ
と
を
は
っ
き
り
さ
せ
、
何
で

も
話
し
合
え
る
仲
間
た
ち
と
努
力
し
積
み
上

げ
て
い
く
し
か
特
効
薬
は
な
い
と
思
い
ま
す
。 

司
会
＝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回

は
、
人
間
の
尊
厳
を
も
否
定
す
る
「
労
働
者

派
遣
法
」
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。
こ
の
法

律
が
な
ぜ
成
立
し
た
の
か
、
そ
の
背
景
は
何

か
、
更
な
る
改
悪
を
意
図
し
て
き
た
中
味
は

何
か
、
を
学
習
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。 

労働者派遣法改悪に反対するデモ 


